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10
アセスメントを適切に行い､子ど
もと保護者のニーズや課題を客観
的に分析した上で､児童発達支援
計画を作成している

33

児童発達支援ガイドラインの「児
童発達支援の提供すべき支援」の
ねらい及び支援内容と､これに基
づき作成された「児童発達支援計
画」を示しながら支援内容の説明
を行い､保護者から児童発達支援
計画の同意を得ている

1 利用定員が指導訓練室等スペース
との関係で適切である

2 職員の配置数は適切である

3

生活空間は､本人にわかりやすく
構造化された環境になっているか。
また､障がいの特性に応じ､事業所
の設備等は､バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされて
いる

4
生活空間は､清潔で､心地よく過ご
せる環境になっているか｡また、
子ども達の活動に合わせた空間と
なっている

5
業務改善を進めるための PDCA
サイクル（目標設定と振り返り）
に､広く職員が参画している

6
保護者等向け評価表により､保護
者等に対して事業所の評価を実施
するとともに､保護者等の意向等
を把握し､業務改善につなげている

7

事業所向け自己評価表及び保護者
向け評価表の結果を踏まえ､事業所
として自己評価を行うとともに、
その結果による支援の質の評価及
び改善の内容を､事業所の会報や
ホームページ等で公開している

8 第三者による外部評価を行い､評価
結果を業務改善につなげている

9 職員の資質の向上を行うために、
研修の機会を確保している

子どもの適応行動の状況を把握す
るために､標準化されたアセスメ
ントツールを使用している

11

12

児童発達支援計画には､児童発達
支援ガイドラインの｢児童発達支援
の提供すべき支援｣の｢発達支援
（本人支援及び移行支援）」､「家族
支援」､「地域支援｣で示す支援内容
から子どもの支援に必要な項目が
適切に選択され､その上で､具体的
な支援内容が設定されている

13 児童発達支援計画に沿った支援が
行われている

14 活動プログラムの立案をチームで
行っている

15 活動プログラムが固定化しないよ
う工夫している

16
子どもの状況に応じて､個別活動
と集団活動を適宜組み合わせて
児童発達支援計画を作成している

17
支援開始前には職員間で必ず打合
せをし､その日行われる支援の内容
や役割分担について確認している

18
支援終了後には､職員間で必ず打
合せをし､その日行われた支援の
振り返りを行い､気付いた点等を
共有している

日々の支援に関して記録をとるこ
とを徹底し､支援の検証･改善につ
なげている

20
定期的にモニタリングを行い､児童
発達支援計画の見直しの必要性を
判断している 

障害児相談支援事業所のサービス
担当者会議にその子どもの状況に
精通した最もふさわしい者が参画
している

母子保健や子ども･子育て支援等の
関係者や関係機関と連携した支援
を行っている

23

（医療的ケアが必要な子どもや重
症心身障がいのある子ども等を支
援している場合）地域の保健､医
療､障害福祉､保育､教育等の関係
機関と連携した支援を行っている

（医療的ケアが必要な子どもや重症
心身障がいのある子ども等を支援
している場合）子どもの主治医や
協力医療機関等と連絡体制を整え
ている

移行支援として､保育所や認定子ど
も園､幼稚園､特別支援学校 (幼稚
部）等との間で､支援内容等の情報
共有と相互理解を図っている

26
移行支援として､小学校や特別支援
学校 ( 小学部 ) との間で､支援内容
等の情報共有と相互理解を図って
いる

他の児童発達支援センターや児童
発達支援事業所､発達障害者支援
センター等の専門機関と連携し、
助言や研修を受けている

保育所や認定こども園､幼稚園等
との交流や､障がいのない子ども
と活動する機会がある

（自立支援）協議会子ども部会や
地域の子ども･子育て会議等へ積
極的に参加している

運営規程、利用者負担等について
丁寧な説明を行っている

定期的に､保護者からの子育ての
悩み等に対する相談に適切に応じ､
必要な助言と支援を行っている

日頃から子どもの状況を保護者と
伝え合い､子どもの発達の状況や
課題について共通理解を持ってい
る

保護者の対応力の向上を図る観点
から､保護者に対して家族支援プ
ログラム (ペアレント･トレーニ
ング等 )の支援を行っている

父母の会の活動を支援したり、保
護者会等を開催する等により、保
護者同士の連携を支援している

36

子どもや保護者からの相談や申入
れについて､対応の体制を整備する
とともに､子どもや保護者に周知し、
相談や申入れがあった場合に迅速
かつ適切に対応している

37
定期的に会報等を発行し､活動概要
や行事予定､連絡体制等の情報を
子どもや保護者に対して発信して
いる 

42
非常災害の発生に備え､定期的に避
難､救出その他必要な訓練を行って
いる

43
事前に､服薬や予防接種､てんかん
発作等のこどもの状況を確認して
いる

44
食物アレルギーのある子どもにつ
いて､医師の指示書に基づく対応
がされている

ヒヤリハット事例集を作成して事
業所内で共有している

どのような場合にやむを得ず身体
拘束を行うかについて､組織的に
決定し､子どもや保護者に事前に
十分に説明し了解を得た上で、
児童発達支援計画に記載している

38  個人情報の取扱いに十分注意して
いる

39
障がいのある子どもや保護者との
意思の疎通や情報伝達のための
配慮をしている

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等を
策定し、職員や保護者に周知する
とともに、発生を想定した訓練を
実施している

46
虐待を防止するため､職員の研修
機会を確保する等､適切な対応を
している

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

国の定めた基準以上の広さを確保
し、スペースは児童の特性に応じて
適切に配置・利用しております。

国の定める配置基準では、事業所に
児童発達管理責任者・管理者を1
名以上配置、児童10名までに職員
2名を配置、それ以上の児童が利用
する際には、児童5名につき職員
を1名づつ増員するというものに
なっており、その基準を厳守してお
ります。

児童がご家族と離れても、安心して
過ごせる環境づくりを心がけていま
す。
玄関付近はバリアフリーではありま
せんが、室内はフラットです。

今後も児童の特性に応じて、限られた
空間を工夫し効果的に配置・利用して
まいります。

今後も安心して過ごせる環境づくりを
心がけ、一部バリアフリーではない部
分については、その都度児童の特性に
応じた配慮に努めてまいります。

今後も、結果は公式Webサイトにて
公開してまいります。

COMPASS発達支援センター公式
Webサイトにて公開しております。

今後も継続して職員間で共通認識を図
りながら、より充実した支援につなげ
てまいります。

現在医療的ケアが必要な児童は在籍
していません。

事業所は重症心身障害以外の児童が対
象となっていることもあり、今後受け
入れ希望があった場合は、慎重に検討
し、受け入れ体制・事業所のあり方に
ついて模索してまいります。

事業所は重症心身障害以外の児童が対
象となっていることもあり、今後受け
入れ希望があった場合は、慎重に検討
し、受け入れ体制・事業所のあり方に
ついて模索してまいります。

現在医療的ケアが必要な児童は在籍
していません。

季節ごとのCOMPASSだよりや、
ホームページのブログ、毎月の連絡
帳カレンダーでは前月の活動の様子
や今月の予定などを、写真とともに
お伝えしております。

今後も継続して、定期的な訓練や防災
学習を実施し、非常時の安全の確保に
努めてまいります。

避難訓練は、児童も参加して定期的
に実施しております。
連絡帳のカレンダーで、前月に実施
予定日をお知らせし、訓練の様子は
次の月の連絡帳カレンダーを通して
ご紹介しております。

今後も同様に児童の情報を更新しなが
ら十分な配慮に努めてまいります。

指示書がある児童については保護者
様と情報共有をおこない、各児童の
アレルギーに関しては一覧表を作成
して全職員に周知しております。

今後も同様に記録を残し、事故防止に
努めてまいります。

ヒヤリハット報告を徹底し、紙面に
残して回覧し、周知ミーティングを
行いながら再発防止につなげており
ます。

今後も継続して虐待防止研修を行い、
より認識を深めることに努めてまいり
ます。

事業所に虐待防止責任者を選定し、
事業所内研修や外部研修に参加し、
認識を深めております。

利用契約書に準じ原則身体拘束はおこ
ないませんが、万が一自傷・他害行動
などにより支援に支障をきたすと考え
られる場合に限り、やむを得ず身体拘
束に踏み切る場合は、児童や保護者様
に十分な説明をおこない、承諾を得て
支援計画に記載するように努めていき
ます。

利用契約書に原則として身体拘束の
禁止を記載していますが、やむを得
ず必要となる場合については、保護
者様の承諾を得て支援計画に記載す
るようにしております。

第三者からの評価受審については今後
の検討課題としてまいります。

現時点では第三者評価は実施できて
おりません。

これまでは車椅子等を使用する児童の
受け入れはありませんでしたが、今後
受け入れ希望をいただいた場合、必要
に応じて協議・検討してまいります。

衛生管理に配慮し、常に空気清浄機
の使用と換気、また机・椅子・玩具
などは、使用後に除菌や清掃をおこ
なっております。

今後も衛生管理を継続し、児童が心地
よく過ごせる空間づくりに努めてまい
ります。

定期的に職員間で改善会議を実施
し、情報共有や振り返りをおこない
ながら、今後の方針を検討しており
ます。

今後も継続して定期的に会議をおこな
い、業務改善を検討してまいります。

年に一度アンケート調査を実施し、
集計内容を職員間で共有しながら今
後の支援につなげています。

改善しきれていない部分については、
今後も話し合いを続けながら業務改善
に努めてまいります。

定期的な研修を実施し、職員の資質
向上の機会を確保しております。

今後も本社作成動画の視聴研修やオン
ライン研修、その他ケース会議などで
勉強会を継続し、コロナ収束後は外部
研修にも積極的に参加してまいりま
す。

アセスメントを適切におこない、児
童の特性や状況、保護者様のご意向
に基づいて児童発達支援計画を作成
しております。

今後も適切なアセスメントをおこない
保護者様のご意向に基づき児童発達支
援計画を作成してまいります。

標準化されたアセスメントツールを
使用し、状況の把握に努めておりま
す。

今後も継続してアセスメントツールを
活用し、児童の状況把握に努めてまい
ります。

児童発達支援ガイドラインを踏ま
え、具体的な支援内容が設定された
支援計画を作成しています。
また、関係機関と連携し情報共有に
努めております。

支援計画について職員間で共通認識
を図り、充実した支援につなげてお
ります。

季節にあったものを取り入れるなど
職員間で話し合い、全員がチームと
なって立案しております。

今後も継続して、具体的な支援内容が
設定された支援計画の作成に努めてま
いります。

今後も継続して、職員間の話し合いを
密にし、様々な観点からプログラムを
立案してまいります。

個別療育を基本とし、集団活動も取
り入れた児童の特性に応じた支援計
画を作成しています。

今後も、保護者様ともご相談のうえ、
児童の特性に応じた個別の活動と集団
活動とを組み合わせた発達支援計画を
作成してまいります。

その日の役割分担等については職員
間で必ず確認しております。
また児童の様子についてもその時々
で伝え合いながら、共通認識を図っ
ております。

支援開始前には今後も継続して役割
分担等の確認や児童の様子の把握に
努め、より良い支援につなげてまい
ります。

支援終了後の話し合いは送迎など
で難しい場合もあり、職員間でミー
ティングノートを活用し、児童につ
いての共通認識を図っております。

今後も記録を徹底し支援の検証・改善
に努めてまいります。

今後も継続して定期的なモニタリング
から支援計画見直しの判断をしてまい
ります。

支援内容やその日の体調等を記録
し、気になったことは職員間で周知
したり、ミーティングノートを活用
して支援の改善や検証に取り組んで
おります。

今後も同様に現状を把握した児童発達
支援管理責任者が参画していきます。

対象児童について、事前に職員間で
話し合い、現況把握のうえで、児童
発達支援管理責任者が担当者会議に
参画しております。

今後オンラインを活用し、または収束
後には積極的に参加していきます。

コロナ禍でもあり、参加機会はあり
ませんでした。

送迎時や、連絡帳のやりとりなどで
保護者様とお話しをする機会を作
り、児童の発達の状況や課題につ
いて共通理解を図っています。

今後も保護者様との情報共有を図り、
共通理解を深めてまいります。

送迎などの機会に保護者様のお悩み
やお困りごとをお聞きし、必要な助
言や効果的な支援方法などをその都
度お伝えするように努めています。
また療育上必要でご家庭での協力が
仰げるものはご提案し、可能な範囲
で取り組んでいただいております。

保護者様に分かりやすいように丁寧
な説明を行っております。
また契約の際の読み合わせでは質問
やご不明な点がないかなどを確認し
ながら進めております。

今後も継続して、保護者様のご相談に
寄り添い、支援に努めてまいります。

今後もわかりやすく丁寧な説明になる
よう心がけてまいります。

ガイドラインに基づいて支援計画を
作成しています。
保護者様へは支援計画の内容を示す
中でわかりやすい言葉を使って計画
の同意を得ております。

今後もガイドラインに基づき児童発達
支援計画を作成し、支援内容の丁寧な
説明を心がけてまいります。

連絡帳または送迎時を利用していつ
でも話していただけるように、日頃
からのコミュニケーションを大切に
しています。

コロナ禍でもあり、保護者会の機会
はありませんでした。

今後も保護者様の思いやお悩みに寄り
添いながら、助言と支援に努めてまい
ります。

コロナ収束後には、保護者様のご意見
を伺いながら保護者様の交流の機会を
検討してまいります。

日頃からすぐに職員間で共有できる
ように体制を整えており、ご相談や
申し入れに対して迅速に対応できる
ように心がけております。

今後も継続して、迅速かつ適切な対応
を心がけてまいります。

今後も継続して、活動の様子をより
知っていただけるよう情報発信に努め
てまいります。

個人情報に関する書類などは鍵付き
書庫で保管し、取り扱いには十分注
意しております。

今後も同様に、個人情報には細心の注
意を払うよう努めてまいります。

各種マニュアルは壁面に掲示して、
保護者様に手に取ってご覧いただけ
るようにしています。
また、定期的に児童と共に避難訓練
を実施しております。

今後も同様に室内に掲示し、保護者様
にお伝えし、定期的な訓練を継続して
まいります。

コロナ禍でもあるために地域住民を
ご招待するような企画はできません
でした。

保護者様の状況、また児童の特性や
状況に応じた配慮を心がけ、意思の
疎通や情報伝達に努めております。

今後コロナ収束の際には、保護者様の
ご意向を踏まえ、事業所主催の行事に
お招きするなどの機会を企画・検討し、
地域との交流も検討してまいります。

今後も継続して十分な配慮を心がけ、
より細やかな意思の疎通や情報伝達に
努めてまいります。

標準化されたアセスメントツールを
使用して、状況の把握に努めており
ます。
また連絡帳などを通して状況の変化
も確認させていただいております。

今後も同様に、児童の情報を更新しな
がら現状把握に努めてまいります。

今後も継続して、関係機関と連携した
支援ができるよう努めてまいります。

関係機関等とは、電話連絡等で支援
方法についての相談などの連携をお
こなっております。

今後も必要に応じ、保護者様の同意を
得て支援の見学や情報共有をおこない
ながら、相互理解に努めてまいります。

今後、対象となる児童が就学等で移行
する際には、保護者様の同意を得て、
支援の見学や、情報共有をおこないな
がら、相互理解に努めてまいります。

必要に応じ、保護者様の同意を得て
支援の見学や情報共有をおこない、
相互理解に努めております。

現在までに対象となる児童は在籍し
ておりませんでした。

地域の障害福祉サービスとの情報共有
や、センター等との連携を、更に充実
させてまいります。

専門機関と連携し、必要時には相談
できる体制を整えております。

コロナ収束後には、保護者様のご意向
もうかがったうえで、交流機会を検討
してまいります。

コロナ禍でもあり、交流機会はあり
ませんでした。

定期的にモニタリングをおこない、
現状の把握して見直しの必要性を判
断しております。

今後も継続して共通認識に努め、報告・
連絡・相談を丁寧におこなってまいり
ます。

児童の状況に合わせ、個別療育の他、
イベントや製作・集団活動も取り入
れ、活動が固定化しないように工夫
しております。

今後も継続して個別と集団を組み合わ
せながら、プログラムが固定化しない
よう工夫してまいります。

40
事業所の行事に地域住民を招待する
等地域に開かれた事業運営を図って
いる
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